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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第２四半期連結
累計期間

第33期
第２四半期連結
累計期間

第32期
第２四半期連結
会計期間

第33期
第２四半期連結
会計期間

第32期

会計期間

自平成22年
１月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
12月31日

売上高（千円） 17,588,36016,765,4509,347,5038,631,80036,428,527

経常利益（千円） 424,593 191,207 215,621 126,741 620,617

四半期（当期）純利益（千円） 232,028 100,548 110,033 82,766 322,481

純資産額（千円） － － 2,221,8382,221,3012,138,594

総資産額（千円） － － 20,739,16521,215,84320,525,824

１株当たり純資産額（円） － － 803.01 797.27 768.89

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
85.94 37.24 40.75 30.66 119.44

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 10.5 10.1 10.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
3,244 274,177 － － △250,028

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△376,860△607,398 － － △419,045

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
416,8161,376,109 － － △490,104

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,107,4332,865,6011,833,188

従業員数（人） － － 2,564 2,378 2,677

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第2四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第2四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 2,378(1,201)

  （注）  従業員数は就業人員（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループ

への出向者を含みます。）であり、臨時従業員（パート、人材会社からの派遣社員、季節工を含みます。）数は

（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員(１日８時間換算)を外数で記載しております。

　

(2）提出会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 226 (91)

  （注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含みます。）であり、臨時従

業員（パート、人材会社からの派遣社員、季節工を含みます。）数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人

員(１日８時間換算)を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

日本 3,494,167 －

アジア 5,458,181 －

合計 8,952,349 －

　（注）１．金額は、販売価格によっており、セグメント間取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2)　受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

日本 4,476,757 － 4,249,416 －

アジア 6,929,622 － 6,752,333 －

合計 11,406,380 － 11,001,749 －

　（注）１．セグメント間取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3)　販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

日本 3,521,478 －

アジア 5,110,321 －

合計 8,631,800 －

　（注）１．セグメント間取引については相殺消去しております。

　　　　２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
前第2四半期連結会計期間 当第2四半期連結会計期間

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

キヤノン株式会社 1,828,865 19.6 1,770,716 20.5

CANON SUZHOU LTD. 1,175,092 12.6 1,258,393 14.6

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　　当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況の異常な変動又は、

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

　

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間の経済情勢を概観しますと、わが国経済は混迷する政局という負の側面を乗り越えて、東

日本大震災の影響で一時的に寸断されたサプライチェーンも予想を超える速さで回復し、明るい兆しも見え始めまし

た。

　海外経済は、中国はじめ新興国はインフレなどの問題を抱えながらも成長軌道に著変が無い一方、ＥＵにおける南北

経済格差の顕現、米国経済の足踏み状態と財政赤字問題の浮上という要因に一喜一憂する局面が頻繁に発生し、その

結果円高が進行しました。

　このような経営環境の下、当第２四半期連結会計期間の経営成績は下記のとおりとなりました。

　日本は、電子部品実装部門においては、情報通信機器向けの海外生産移管による減少を半導体製造装置向けの回復が

カバーしたものの、アミューズメント機器向けが期間を通じて減少傾向となったため、前第２四半期連結会計期間比

減少しました。機構組立部門においては、レンズ組立が震災の影響を受けたものの後半盛り返したため前第２四半期

連結会計期間比若干の減少にとどまったことに加えて、ＰＯＳ端末の落込みを医療・放送機器の回復でカバーしたた

め、前第２四半期連結会計期間比小幅減少にとどまりました。

　アジアは、電子部品実装部門においては、香港・中国深?子会社が、震災の影響による部品不足、円高というマイナス

の要因があったにも関わらず、日本からの生産移管も含めてレーザービームプリンタ・情報通信機器用が堅調に推移

したため前第２四半期連結会計期間比小幅増加となりました。機構組立部門においては、中国無錫子会社での生産が

震災の影響で日本からの部品供給が一時的に不安定となりましたが前第２四半期連結会計期間比小幅減少にとどま

りました。

　以上の結果、連結売上高は8,631百万円（前第２四半期連結会計期間比7.7%減）となりました。

　損益面では、日本において売上高が減少したことに加えて、アジアにおいては人件費の高騰、円高による日本からの

輸入部品価格上昇などの要因によって、連結営業利益は104百万円（前第２四半期連結会計期間比57.2%減）となりま

した。

　営業外収支は、海外子会社において人民元高による為替差益計上が主因で改善しました。

　この結果、連結経常利益は126百万円（前第２四半期連結会計期間比41.2%減）となり、特別損失及び法人税等ならび

に少数株主利益を加減した結果、連結四半期純利益は82百万円（前第２四半期連結会計期間比24.8%減）となりまし

た。

(２) 財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は21,215百万円（前連結会計年度末比690百万円増）となりました。

　流動資産は、受取手形及び売掛金が減少した一方、現金及び預金が増加したこと等により16,695百万円（前連結会計

年度末比385百万円増）となりました。

　固定資産は、日本で工場建設用地を取得したこと等により4,520百万円（前連結会計年度末比304百万円増）となり

ました。

　当第２四半期連結会計期間末における負債は18,994百万円（前連結会計年度末比607百万円増）となりました。

　流動負債は、支払手形及び買掛金が減少した一方、短期借入金、１年内返済予定の長期借入金が増加したこと等によ

り13,486百万円（前連結会計年度末比126百万円増）となりました。

　固定負債は、社債が減少した一方、長期借入金が増加したこと等により5,507百万円（前連結会計年度末比481百万円

増）となりました。

　純資産合計は、利益剰余金が増加したこと等により2,221百万円（前連結会計年度末比82百万円増）となりました。
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(３) キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べ72百万円増加し、2,865百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は下記のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

　　営業活動の結果獲得した資金は305百万円(前年同期比31百万円増)となりました。

　　たな卸資産の増加217百万円があった一方、税金等調整前四半期純利益125百万円及び仕入債務の増加358百万円

　があったこと等によるものであります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　投資活動の結果使用した資金は474百万円(前年同期比282百万円増)となりました。

　　有形固定資産の取得による支出501百万円があったこと等によるものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　財務活動の結果獲得した資金は302百万円(前年同期比202百万円減)となりました。

　　社債の償還120百万円があった一方、長期借入金の純増274百万円及び短期借入金の純増171百万円があったこ

  と等によるものであります。 

　

(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(５) 研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、13百万円であります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

１　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設等に

ついて完了したものは、次のとおりであります。

　提出会社において、前四半期連結会計期間末に計画しておりました杉の郷工場の建物増築及び機械設備の新設

については、平成23年６月に完了しております。これにより、同工場の生産能力は、約５％増加いたしました。

　連結子会社TROIS　ELECTRONICS（WUXI) Co.,Ltd.において前四半期連結会計期間末に計画しておりました機械

設備の新設については、一部完了しておりますが、機械設備の一部及び建物の改修については、完成予定を平成23

年12月に延期しております。

　

２　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は下記のとおりであります。　　 

会社名
事業所名

所在地
事業部
門別の
名称

設備の
内容

投資予定金額
資金調
達方法

着手及び完了予定年月
完成後の
増加能力

総額
(千円)

既支払額
(千円)

着手 完了

提出会社

轟工場

栃木県

日光市

機構組

立部門

土地

建物

　

1,030,000

　　

　

437,000

　

借入金 平成23年４月平成23年11月20％増加

　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,600,000

計 5,600,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,700,000 2,700,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)　

(注)

計 2,700,000 2,700,000 － －

　(注) 完全議決権株式であり、株主としての権利内容に何ら限定のない、当社における標準となる株式であります。

　なお、単元株式数は100株であります。　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 2,700,000 － 856,300 － 563,300
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（６）【大株主の状況】

 平成23年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 株式会社エヌシーネットワーク  東京都千代田区神田駿河台2丁目1-4 450 16.67

 有限会社欅  栃木県日光市土沢1432-22 446 16.53

 株式会社足利銀行  栃木県宇都宮市桜4丁目1-25 134　 5.00

 山口侑男  栃木県日光市 85 3.17

 住友信託銀行株式会社  大阪府大阪市中央区北浜4丁目5-33 80 2.99

 日本生命保険相互会社  東京都千代田区丸の内1丁目6番6号 64 2.38

 松田 正喜  栃木県日光市 56　 2.11

 山口 琢也  栃木県日光市 54 2.03

 ㈱大日光・エンジニアリング持株会  栃木県日光市根室697番地1　 53 1.99

 株式会社群馬銀行　  群馬県前橋市元総社町194番地 50 1.85

 農林中央金庫  東京都千代田区有楽町1丁目13番2号 50 1.85

計 － 1,527 56.56

　

（７）【議決権の状況】

      ①【発行済株式】 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）　

普通株式　　　　200
―

権利内容に何ら限定のない、当

社における標準となる株式で

あります。なお、単元株式数は

100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式　2,699,100 26,991 同上

単元未満株式 普通株式　　　  700 ― 同上

発行済株式総数 2,700,000 ― ―

総株主の議決権 ― 26,991 ―

　　

　　　②【自己株式等】 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）　

株式会社大日光・

エンジニアリング

栃木県日光市瀬尾33番地５ 200　 ―　 200　 0.0　

計 ― 200　 ―　 200　 0.0　

EDINET提出書類

株式会社大日光・エンジニアリング(E02116)

四半期報告書

 9/27



２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 750 841 688 543 534 572

最低（円） 651 615 350 486 475 490

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)におけるものであります。

 　　　　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成23年１月１日から

平成23年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平

成22年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,865,601 1,833,188

受取手形及び売掛金 6,532,957 7,185,243

商品及び製品 840,995 691,350

仕掛品 761,332 520,384

原材料及び貯蔵品 5,107,846 5,196,742

繰延税金資産 19,550 28,773

その他 571,271 857,977

貸倒引当金 △4,500 △4,536

流動資産合計 16,695,056 16,309,125

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,963,336 2,950,508

減価償却累計額 △1,896,733 △1,846,493

建物及び構築物（純額） 1,066,602 1,104,014

機械装置及び運搬具 4,360,603 4,336,733

減価償却累計額 △2,580,767 △2,451,822

機械装置及び運搬具（純額） 1,779,836 1,884,911

土地 465,568 185,568

建設仮勘定 181,314 －

その他 576,929 571,654

減価償却累計額 △385,904 △367,646

その他（純額） 191,024 204,008

有形固定資産合計 3,684,346 3,378,502

無形固定資産 92,918 91,741

投資その他の資産

投資有価証券 252,527 275,227

保険積立金 393,352 377,492

繰延税金資産 35,309 32,369

その他 96,830 96,027

貸倒引当金 △34,497 △34,662

投資その他の資産合計 743,522 746,455

固定資産合計 4,520,787 4,216,699

資産合計 21,215,843 20,525,824
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,180,252 6,758,975

短期借入金 3,290,908 3,012,136

1年内返済予定の長期借入金 2,679,244 1,965,288

1年内償還予定の社債 323,500 370,500

未払法人税等 58,446 202,847

リース債務 52,784 39,480

その他 901,699 1,011,467

流動負債合計 13,486,834 13,360,696

固定負債

社債 247,000 410,250

長期借入金 5,119,493 4,486,885

繰延税金負債 242 846

退職給付引当金 31,281 24,869

リース債務 106,073 102,682

資産除去債務 2,616 －

その他 1,000 1,000

固定負債合計 5,507,707 5,026,533

負債合計 18,994,541 18,387,229

純資産の部

株主資本

資本金 856,300 856,300

資本剰余金 563,300 563,300

利益剰余金 1,361,678 1,284,078

自己株式 △146 △112

株主資本合計 2,781,132 2,703,566

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △40,457 △15,765

繰延ヘッジ損益 △37 △549

為替換算調整勘定 △588,204 △611,387

評価・換算差額等合計 △628,699 △627,702

少数株主持分 68,868 62,730

純資産合計 2,221,301 2,138,594

負債純資産合計 21,215,843 20,525,824
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 17,588,360 16,765,450

売上原価 16,335,557 15,794,596

売上総利益 1,252,802 970,854

販売費及び一般管理費 ※1
 764,200

※1
 803,595

営業利益 488,602 167,258

営業外収益

受取利息 1,463 535

受取配当金 1,931 3,550

消耗品等売却益 － 30,805

為替差益 － 78,017

その他 51,303 22,184

営業外収益合計 54,698 135,093

営業外費用

支払利息 88,944 90,932

その他 29,762 20,211

営業外費用合計 118,706 111,144

経常利益 424,593 191,207

特別利益

固定資産売却益 4,069 －

投資有価証券売却益 2 －

特別利益合計 4,071 －

特別損失

固定資産売却損 17,439 －

固定資産除却損 171 1,576

投資有価証券売却損 4 －

災害による損失 － 6,463

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,427

特別損失合計 17,614 9,468

税金等調整前四半期純利益 411,050 181,739

法人税等 ※2
 165,672

※2
 75,052

少数株主損益調整前四半期純利益 － 106,686

少数株主利益 13,349 6,138

四半期純利益 232,028 100,548
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 9,347,503 8,631,800

売上原価 8,688,437 8,112,333

売上総利益 659,066 519,466

販売費及び一般管理費 ※1
 414,301

※1
 414,687

営業利益 244,764 104,778

営業外収益

受取利息 695 240

受取配当金 374 241

消耗品等売却益 － 15,213

為替差益 － 43,592

その他 29,691 18,552

営業外収益合計 30,761 77,840

営業外費用

支払利息 46,288 46,044

その他 13,616 9,833

営業外費用合計 59,905 55,877

経常利益 215,621 126,741

特別利益

固定資産売却益 4,069 －

投資有価証券売却益 2 －

特別利益合計 4,071 －

特別損失

固定資産売却損 17,439 －

固定資産除却損 72 1,576

投資有価証券売却損 4 －

特別損失合計 17,516 1,576

税金等調整前四半期純利益 202,176 125,165

法人税等 ※2
 84,411

※2
 40,388

少数株主損益調整前四半期純利益 － 84,776

少数株主利益 7,731 2,010

四半期純利益 110,033 82,766
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 411,050 181,739

減価償却費 287,658 261,376

受取利息及び受取配当金 △3,394 △4,086

支払利息 88,944 90,932

社債発行費 4,883 －

為替差損益（△は益） 21,020 14,611

有形固定資産売却損益（△は益） 13,369 －

有形固定資産除却損 171 1,576

売上債権の増減額（△は増加） △481,566 668,792

たな卸資産の増減額（△は増加） △210,101 △269,956

仕入債務の増減額（△は減少） △34,618 △622,250

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,617 6,412

投資有価証券売却損益（△は益） 2 －

未収消費税等の増減額（△は増加） 45,791 76,067

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,524 △8,470

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,427

その他 △6,882 191,530

小計 139,421 589,703

利息及び配当金の受取額 3,846 4,098

利息の支払額 △86,407 △90,628

法人税等の支払額 △53,616 △229,439

法人税等の還付額 － 443

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,244 274,177

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △370,802 △625,574

有形固定資産の売却による収入 14,561 38,510

無形固定資産の取得による支出 △218 △2,952

投資有価証券の取得による支出 △14,823 △834

投資有価証券の売却による収入 705 －

その他 △6,282 △16,548

投資活動によるキャッシュ・フロー △376,860 △607,398
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △48,331 283,987

長期借入れによる収入 1,500,000 2,430,000

長期借入金の返済による支出 △1,131,077 △1,083,436

社債の発行による収入 390,000 －

社債の償還による支出 △264,500 △210,250

自己株式の取得による支出 － △33

配当金の支払額 △22,783 △21,191

その他 △6,490 △22,966

財務活動によるキャッシュ・フロー 416,816 1,376,109

現金及び現金同等物に係る換算差額 △40,225 △10,476

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,975 1,032,413

現金及び現金同等物の期首残高 3,104,458 1,833,188

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,107,433

※1
 2,865,601
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

資産除去債務に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、営業利益及び経常利益は58千円、税金等調整前四半期純利益は1,485千円

減少しております。また当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は2,590

千円であります。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

１.　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の

適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。

　

２.　　前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「消耗品等売却

益」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしま

した。なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「消耗品等売却益」は7,561千

円であります。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

１.　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の

適用により、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。

　

２.　　前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「消耗品等売却

益」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間より区分掲記することとしま

した。なお、前第２四半期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「消耗品等売却益」は4,141千

円であります。

　

【簡便な会計処理】

　

　項目
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

固定資産の減価償却費の算定方法 　固定資産の減価償却については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及びその金

額は次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及びその金

額は次のとおりであります。

役員報酬 55,662千円

従業員給与手当 176,873 

運搬費 170,848 

減価償却費 15,077 

退職給付費用 2,035 

旅費交通費 44,798 

役員報酬 66,144千円

従業員給与手当 204,333 

運搬費 178,526 

減価償却費 16,322 

退職給付費用 2,812 

旅費交通費 45,996 

※２　法人税等調整額は法人税等に含めて表示しておりま

す。

※２　法人税等調整額は法人税等に含めて表示しておりま

す。

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及びその金

額は次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及びその金

額は次のとおりであります。

役員報酬 32,560千円

従業員給与手当 93,646 

運搬費 93,881 

減価償却費 7,431 

退職給付費用 1,646 

旅費交通費 21,693 

役員報酬 35,306千円

従業員給与手当 107,007 

運搬費 89,352 

減価償却費 8,201 

退職給付費用 883 

旅費交通費 20,281 

※２　法人税等調整額は法人税等に含めて表示しておりま

す。

※２　法人税等調整額は法人税等に含めて表示しておりま

す。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在） （平成23年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 3,117,433

預入期間が３カ月を超える定期預金 △10,000

現金及び現金同等物 3,107,433

 

 （千円）

現金及び預金勘定 2,865,601

預入期間が３カ月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 2,865,601
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　

平成23年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 2,700,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 252株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(１)配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月29日

定時株主総会
普通株式 22,948 8.50平成22年12月31日平成23年３月30日利益剰余金

(２)基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

　発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの　

　該当事項はありません。

 

５．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

　電子部品受託加工事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の金額の合計額

に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別のセグメント情報の記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年６月30日）

　電子部品受託加工事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の金額の合計額

に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別のセグメント情報の記載を省略しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 3,955,7065,391,7979,347,503 － 9,347,503

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,348,364745,6192,093,983(2,093,983) －

計 5,304,0706,137,41611,441,487(2,093,983) 9,347,503

営業利益 289,197 46,018 335,216(90,451) 244,764

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年６月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 7,511,30310,077,05717,588,360 － 17,588,360

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,420,0681,193,7023,613,770(3,613,770) －

計 9,931,37111,270,75921,202,130(3,613,770) 17,588,360

営業利益 605,547 26,216 631,763(143,161) 488,602

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

アジア……中国、台湾、ベトナム等

 

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

 アジア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 5,391,797 5,391,797

Ⅱ　連結売上高（千円）     ― 9,347,503

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
57.7 57.7

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年６月30日）

 アジア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 10,077,057　 10,077,057

Ⅱ　連結売上高（千円）     ― 17,588,360

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
57.3 57.3

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する国又は地域の内訳

アジア…中国、台湾、ベトナム等

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、生産・販売を基礎とした所在地別のセグメントから構成されており、「日本」及び「アジア」の

２つを報告セグメントとしております。

　各報告セグメントでは、主にプリント配線基板への電子部品実装、デジタルカメラ用のレンズ周辺、移動式端末及び

医療機器等の組立加工を行なっております。

　また、各々の現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開してお

ります。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第２四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年６月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計 調整額（注１）
四半期連結損益
計算書計上額
（注２）日本 アジア　

売上高      

外部顧客への売上高 6,500,64510,264,80516,765,450 － 16,765,450
セグメント間の内部売上高又は
振替高

2,107,2051,335,1823,442,387(3,442,387) －

計 8,607,85111,599,98720,207,838(3,442,387)16,765,450

セグメント利益又は損失（△） 404,270△98,252306,018(138,759)167,258

（注）１　セグメント利益の調整額△138,759千円には、セグメント間取引消去3,153千円、各報告セグメントに配

　　　　分していない全社費用△141,912千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

        い一般管理費であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結会計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計 調整額（注１）
四半期連結損益
計算書計上額
（注２）日本 アジア　

売上高      

外部顧客への売上高 3,521,4785,110,3218,631,800 － 8,631,800
セグメント間の内部売上高又は
振替高

1,185,415604,5601,789,976(1,789,976) －

計 4,706,8945,714,88110,421,776(1,789,976)8,631,800

セグメント利益又は損失（△） 206,837△31,972174,865(70,086)104,778

（注）１　セグメント利益の調整額△70,086千円には、セグメント間取引消去449千円、各報告セグメントに配

　　　　分していない全社費用△70,536千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

        い一般管理費であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

　（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３

月21日）を適用しております。

　

　

（リース取引関係）

　リース取引開始日が、適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末

に比べ著しい変動がありません。　

　

 

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

　

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

　

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

　

（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。　

　

　

（賃貸等不動産関係）

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

 797.27円  768.89円

２．１株当たり四半期純利益　

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益 85.94円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益
― 

１株当たり四半期純利益 37.24円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益
―　 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 232,028 100,548

普通株式に係る四半期純利益（千円） 232,028 100,548

普通株式の期中平均株式数（株） 2,699,923 2,699,791

 

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益 40.75円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益
― 

１株当たり四半期純利益 30.66円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益
―　 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 110,033 82,766

普通株式に係る四半期純利益（千円） 110,033 82,766

普通株式の期中平均株式数（株） 2,699,923 2,699,767

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月10日

株式会社大日光・エンジニアリング

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 関谷　靖夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上林三子雄　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大日光・エ

ンジニアリングの平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年４月

１日から平成22年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大日光・エンジニアリング及び連結子会社の平成22年６月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

　期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月12日

株式会社大日光・エンジニアリング

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 関谷　靖夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　英志　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大日光・エ

ンジニアリングの平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年４月

１日から平成23年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大日光・エンジニアリング及び連結子会社の平成23年６月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

　期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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